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ウィリアム（ビル）・ボイド氏は、ゼネラル・

マネジャーを務めたニュージーランドの最大

手雑誌配給会社、ゴードン・アンド・ゴッチ・

マガジン社を 1995 年に退職しました。ボイド

氏は現在、New Zealand's Trees for Survival 

Trust および June Gray Trust の理事、なら

びに全国腎臓財団および知的障害者協会の RI

代表を務めています。また氏は、長老教会の経

験豊かな青少年指導者およびボーイスカウト

公認指導者を務める他、31 年間ラグビーの審

判としても活躍してきました。また、ロータリ

ー地域雑誌「ロータリー・ダウン・アンダー」

委員会委員長として奉仕しました。 

 

1971 年来のロータリアンであるボイド氏は、

現在パクランガ・ロータリー・クラブの会員で

す。国際ロータリーでは、地区ガバナー、研修

リーダー、国際協議会モデレーター、委員会委

員および委員長（ニュージーランド・ポリオ・

プラス委員会副委員長を含む）、ポリオ・プラ

ス・パートナー副コーディネーター補佐、実行 

 

グループのゼネラル・コーディネーター補佐、

ロータリー情報顧問、ロータリー財団地域コ

ーディネーター、RI 理事および財務長を歴任

しました。会長エレクトは、ロータリー財団

功労表彰状および特別功労賞の受賞者でも

あります。氏はまた、「ロータリー・ダウン・

アンダー」から功労賞を授与されました。 

 

ボイド氏と夫人のローナさんは、現在ニュ

ージーランド、オークランド市のホーウィッ

クに在住しており、お二人の間には 2人の息

子さんと 2人の娘さん、そして 10 人のお孫

さんがいます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウィリアム B．ボイド氏 

（William B. Boyd） 

 
ニュージーランド、オークランド市、ホーウィック 

 

2005-2006 年度  国際ロータリー会長エレクト

1999-2000 年度  国際ロータリー財務長 

1998-2000 年度  国際ロータリー理事 

1983-1984 年度  地区ガバナー 

 

2005-2006 年度 

国際ロータリー会長紹介 

ウィリアム B.ボイド RI 会長ご夫妻と三軒ガバンーご夫妻 

2006-2007 年度 RI テーマ 

“Ｌｅａｄ 

     Ｔｈｅ 

     Ｗａｙ” 

 

「率先しよう」 
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率先しよう 
 
親愛なる同僚ロータリアンの皆さん 
  私たちは新たなロータリー年度への第一歩
を踏み出すに当たって、新たな責任、新たな課

題、そして新たな可能性を見いだそうとします。 
 
ロータリーの使命やモットーは不変 
  ロータリーは、長い年月にわたって繁栄し

てきました。その理由は、ロータリーが、親睦、

友情、それに、世の中の役に立つことを実行す

る、という不変の価値を会員たちに提供してき

たからです。加えて、ロータリーは新しい地域

社会や新しい国々からも歓迎され続けていま

す。それは、順応すること、対応すること、異

なる文化を受け入れること、そして、誠実さ、

寛容の精神、他人を尊重するといった基本的な

原則をきちんと守ることを、恐れなかったから

です。 

  ロータリーの使命やモットーが変わること

はあリませんが、世の中の変化には前向きに取

リ組まなければなリません。私たちがロータリ

アンとして進めている活動にとって大切なこ

との一つは、それが、私たちの組織にとって、

あるいは私たちが奉仕活動を行う地域社会に

とって本当に必要なことであるかどうかを常

に確認し続けるという点です。会員は増強され

ています。10 年前だったら自分がロータリー

に入会するなどとは考えてもいなかったよう

な人も、新会員として迎え入れています。私た

ちの仕事は、地域社会の二一ズと、それらに対

応する私たちの力量が存在する限リ進展し続

けるのです。 

 
 
 
多様性こそが私たちの強み 
  その多くが流動的で、確信をもって予測で
きることなどほとんどないような世界では、

ロータリーは自己満足に浸っている余裕な

どあリません。立ち向かうべき課題は常に存

在し、その機会も同じように存在するのです。

今日、私たちはこれまで以上に個々のロータ

リアンの力を必要としています。というのは、

私たちの組織がもつ多様性こそが私たちの

強みの源であるからです。 
  私は皆さん方全員にお願いします。本年
度、私とともに、よリ良いロータリー、そし

て、よリ良い地域社会を築くため、「率先し

よう(Lead the Way)」と。そのことによって、
変わることのない誠実さ、他人に対する関心、

寛容の精神などが永遠の価値であリ、堅実な

ビジネスは正しい倫理観を排除するもので

はないということを人々に示す、地域社会の

リーダーになっていただきたいのです。 
 
多くの提案をもつロータリアン 
  ロータリアンとしての私たちは、それがク
ラブ内の問題であれ、地域社会の問題であれ、

これまでがそうであったように、ものごとを

放置したままで満足してはいけません。 
私たちは「なぜそれを自分はしないのか?」
と問い続ける集団です。私たちは、よリ良い

未来を築くための技術と願望をもった集団

です。そして、私たちは「率先しよう（Lead 
the Way）」と道を切リ開く集団なのです。 
  全員のためにそれぞれのロータリー事務
所があればいいのにと私が思うほど、ロータ

リアンたちそれぞれが多くの提案をもって

います。しかしながら、ロータリーの強みは、

世界中の英知がそれぞれのクラブに注ぎ込

まれるところにあリます。咋年度、多くの

方々にお目にかかって、ロータリアンたちは

すでに「率先しよう（Lead the Way）」に対す
る準備が整っておリ、ロータリーにとっての

最良の年がすぐそこまで来ているという確

信を、私はよりいっそう深めるようになリま

した。 
 
 

ウィリアム B．ボイド会長 
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ガバナー就任ご挨拶 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
国際ロータリー第２６４０地区 
      ガバナー  三 軒 久 義 

 
２００６～２００７年度のＲＩ第２６４０

地区 ガバナーを務めさせて頂く三軒久義で

す。微力ですが当地区唯一のＲＩ役員として努

力する所存ですので、皆様のご協力を宜しくお

願い申し上げます。 

このガバナー月信は第2640地区の76クラブ

の主として会長・幹事様に私からのメッセージ

をお届けするものですが、出来ればメンバーの

皆様全員に読んで頂きたく思いますので、それ

に耐えうるような内容のものにしたいと考え

ています。 

各々のロータリークラブが活性化され、効果

的なクラブとなるかどうかは、その年の会長さ

ん次第だと思います。今年のＲＩ会長テーマ

「率先しよう」は、まず会長さんが何事にも率

先して活動すれば、次に役員さんが動き、最後

にメンバー全員が活動するようになり、それが

ロータリアン以外の人々をも動かすことにな

るということを期待している言葉だといえ

るでしょう。そして幹事さんは全力で会長を

支え、「縁の下の力持ち」とならなければな

りません。幹事あっての会長さんでもあるの

です。年度始めの今、張り切っていない会長

さんは無いでしょうが、１年はアッという間

に過ぎてしまいます。今日出来ることを明日

に延ばしてはなりません。最終決定機関であ

る理事会を上手くリードして、会長の計画の

実行に協力してもらうべきで、間違っても足

を引っ張られてはなりません。理事会は会長

の間違いだけをチェックするようであって

欲しいものです。早く決めなければならない

場合は定例理事会を待たずに臨時理事会を

開くべきです。お互いに忙しいからといって

ためらうべきではありません。会長さんのや

る気が会員のやる気を起こさせるのです。会

長さん、幹事さん、１年間頑張ってください。

地区もできる限り応援します。 

今年度の地区運営方針の一つは例会出席

率の向上です。欠席した会員に電話を一本か

けるだけで、かなり良くなるでしょう。メー

クアップも誘ってください。他のクラブの良

さが分かります。 

また、ロータリーらしい社会奉仕を考えて

ください。奉仕活動の継続性も薦められるよ

うになりました。今までと違って継続性や広

報が推進されるようになりました。 

３つ目の世界社会奉仕（ＷＣＳ）のプロジ

ェクトを全クラブが実施してください。クラ

ブ単位でできないところは、ガバナー補佐と

相談してＩＭ 単位で行ってください。でき

ればＲＩ 会長の強調事項の水保全、識字率

向上、保健及び飢餓のどれかにリンクするも

のであれば嬉しいのですが。 

それではこの１年間、私のラブレターをお

読み頂ければ幸いです。宜しくお願いします。 
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平尾直前ガバナーへの感謝の言葉 
                 

ガバナー 三 軒 久 義 

 

平尾直前ガバナーには 2005～2006

年の 1 年間、ガバナーとしてＲＩ第

2640 地区をご指導下さり誠に有難う

ございました。その間、ご尊父を亡く

すというお悲しみにもめげず、ガバナ

ーの任務を全うされたことに深く敬意

を表したく存じます。 

会員数が全盛期に比べ約 1000 人も減少する中、経費削減のため中島年度に引き

続きガバナー事務所の固定化に協力されました。そしてＤＬＰを推進し、ガバナー

補佐を十分活用されました。またＣＬＰの準備として諮問委員会での説明、地区指

導者育成セミナーでの研修など私の年度への橋渡しをして下さいました。 

カトリーナ・ハリケーン災害やパキスタン地震などの災害に対する義援金も時宜を

得たものでした。地区大会は当地区では珍しく秋の 10 月 22 日と 23 日に海南市で

行われ、時の人「竹中平蔵大臣」を迎えた記念講演と「宮崎緑氏」との対談は大変

インパクトのあるものでした。 

平尾直前ガバナーは現役の開業医であり、多くの患者さんを抱えて診療に追われ

る毎日の中で、時間を捻出し、ガバナーとしての役割を果たされたことに心より感

謝申し上げるとともに、今後はパストガバナーとして私たちをお導き下さるようお

願いして感謝の言葉と致します。また平尾ガバナーを支えられた海南東ロータリー

クラブの皆様にも深甚なる感謝を申し上げます。有難うございました。 
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中
西
　
脩
 
(
堺
南
)
 
 
 
 
 
 
奥
野
 
圭
作
(
堺
北
西
)
 
 
中
田
 
佐
和
彦
(
堺
)

地
区
大
会
　
0
7
.
4
/
1
4
～
1
5

地
区
協
議
会
ホ
ス
ト

委
員
長
森
 
 
 
明
信
(
河
内
長
野
東
)

粉
 
 
河

副
委
員
長
大
宅
 
三
郎
(
河
内
長
野
東
)
 
井
上
 
勝
春
(
河
内
長
野
)
 
村
口
 
光
良
(
河
内
長
野
)

主
席
幹
事
小
西
 
 
 
護
(
河
内
長
野
東
)

イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
担
当
ク
ラ
ブ

ゴ
ル
フ
大
会
　
0
7
.
3
/
1
5

 
第
１
組
 
 
新
宮
1
0
/
2
1
　
 
 
 
第
２
組
 
 
有
田
0
7
.
2
/
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
３
組
 
和
歌
山
南
1
2
/
2
 
 

委
員
長
中
谷
 
和
男
(
河
内
長
野
)

 
第
４
組
　
岩
出
0
7
.
2
/
1
8
 
 
 
第
５
組
 
 
富
田
林
南
1
0
/
2
8
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
６
組
　
貝
塚
1
1
/
4
　
 
 
 
 
地
区
委
員
会

副
委
員
長
辻
　
 
知
昭
(
河
内
長
野
東
）

 
第
７
組
　
高
石
1
1
/
1
1
 
 
 
 
 
第
８
組
　
堺
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
1
1
/
1
8

幹
事
松
浦
 
紀
夫
 
西
田
 
幸
康
 
武
藤
 
久
三
 
山
口
 
征
一
 
西
野
 
敏
隆
(
河
内
長
野
東
)



 中
村
　
幸
吉
（
富
田
林
）

◎
角
谷
　
浩
二
（
泉
南
）
◎
笹
島
　
良
雄
（
和
歌
山
東
）
◎
阪
井
　
祥
博
（
堺
泉
ヶ
丘
）
◎

◎
◎

◎
神
谷
　
尚
孝
（
和
歌
山
東
南
)
◎
村
部
　
幸
雄
（
河
内
長
野
東
)

○
川
口
　
善
一
（
海
南
）
○
松
尾
　
孝
人
（
和
泉
）
○

北
島
　
一
樹
（
河
内
長
野
）
大
村
　
充
（
藤
井
寺
）

◎
倉
橋
　
祐
（
和
歌
山
）

杉
本
　
昌
史
（
和
泉
）

根
来
　
孝
夫
（
和
歌
山
）
※
角
谷
　
浩
二
(泉
南
）

中
川
　
優
（
堺
東
南
）

岡
野
　
年
秀
（
和
歌
山
東
）
勝
間
　
靖
彦
（
堺
北
西
）

堤
　
昌
男
（
和
歌
山
南
）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

中
村
　
幸
吉
（
富
田
林
）

◎
亀
岡
　
弘
昭
(高
野
山
)

◎
西
田
和
　
滋
（
河
内
長
野
東
）

◎
坂
本
　
順
一
（
和
歌
山
）

◎
上
野
山
　
英
樹
（
有
田
）

◎
小
林
　
逸
平
（
海
南
）
◎
遠
藤
　
登
(堺
東
) 

〇
西
尾
　
幸
祐
(堺
お
お
い
ず
み
）

岡
本
　
慶
一
（
海
南
）
※

豊
田
　
泰
史
（
和
歌
山
南
）

桜
井
　
昇
（
岸
和
田
）

大
川
　
敏
彦
(田
辺
)

西
座
　
新
二
（
堺
）

◎

◎
　
脇
村
　
重
徳
（
有
田
）

竹
中
　
喜
廣
（
和
歌
山
）

西
川
　
敏
生
（
岸
和
田
）

松
澤
　
政
彦
（
富
田
林
）

友
河
合
　
真
吾
(河
内
長
野
東
)

 　
 ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
  
【
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
（
１
４
）
】

  
　
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
  
【
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
（
１
１
）
】

◎
寺
下
　
卓
（
海
南
東
）

 　
 有
田
（
１
）
　
和
歌
山
（
１
）
　
御
坊
（
１
）
　
堺
（
１
）
　
河
内
長
野
（
１
）

  
　
高
石
（
２
）
　
河
内
長
野
（
１
）
　
富
田
林
（
１
）
　
橋
本
・
高
野
山
（
１
）

山
下
　
和
希
(有
田
)

 　
 富
田
林
（
１
）
　
岸
和
田
（
１
）
　
泉
佐
野
（
１
）
　
泉
大
津
（
１
）
　
松
原
（
１
）
  
　
和
歌
山
南
（
１
）
　
岸
和
田
東
（
１
）
　
堺
東
（
１
）
  
松
原
中
（
１
）

郷
間
　
博
敏
(和
歌
山
東
南
)

 　
 高
野
山
・
橋
本
（
１
）
　
海
南
・
海
南
東
（
１
）

  
　
堺
東
南
（
１
）
  
大
阪
金
剛
（
1
）

中
村
　
守
孝
（
和
歌
山
西
）

初
田
　
隆
生
（
和
歌
山
北
）

迫
田
　
洋
（
り
ん
く
う
泉
佐
野
）

村
本
　
辰
弘
(堺
東
南
)

松
岡
　
博
之
(粉
河
)

（
粉
河
）

財
団
研
究
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ交
換
等
委
員
会

川
口
　
恭
一
（
橋
本
紀
ノ
川
）

雑
誌
・
広
報
委
員
会

情
報
・
規
定
委
員
会

山
本
　
正
明
（
羽
曳
野
）
　

※
＝
委
員
長
補
佐

○
＝
副
委
員
長

湯
川
　
英
男
（
松
原
）

◎
＝
委
員
長

中
西
　
孝
緒
（
橋
本
）

髙
寺
　
壽
（
泉
大
津
）

庵
田
　
正
二
（
和
歌
山
南
）

山
元
　
芳
裕
（
岸
和
田
東
）

財
団
学
友
委
員
会

川
端
　
健
夫
（
太
子
）

引
田
　
重
剛
（
美
原
）
　
　

環
境
保
全
委
員
会

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会

北
口
　
正
文
（
高
石
）

岡
本
　
桂
四
郎
（
岸
和
田
）

Ｉ 
Ｔ
 委
員
会

友
＝
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友

小
門
　
蔦
子
（
和
歌
山
ア
ゼ
リ
ア
）

前
田
　
孝
道
(和
歌
山
東
南
)

加
藤
　
彰
宏
(和
歌
山
)

職
業
奉
仕
委
員
会

世
界
社
会
奉
仕
委
員
会

青
少
年
・
ラ
イ
ラ
委
員
会

青
少
年
交
換
委
員
会

豊
澤
　
洋
太
朗
（
和
歌
山
中
）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

補
佐
　
松
下
　
光
春
(泉
南
)

武
藤
　
久
三
(河
内
長
野
東
)

亀
岡
　
弘
（
泉
南
）

京
谷
知
明
（
堺
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
)
吉
岡
　
宏
明
（
堺
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
)

ク
ラ
ブ
拡
大
委
員
会

吉
野
　
惣
太
(堺
泉
ヶ
丘
）

多
屋
　
睦
夫
(田
辺
)

小
林
　
信
夫
(和
泉
南
)

丸
山
　
信
仁
（
御
坊
）

近
藤
　
徳
雄
（
堺
）

地
 
区
 
委
 
員
 
会

西
村
　
元
秀
(堺
泉
ヶ
丘
)

補
佐
　
岩
本
　
行
弘
(富
田
林
南
)

社
会
奉
仕
部
門

水
田
　
博
史
（
岸
和
田
東
）

中
島
治
一
郎
（
泉
大
津
）

社
会
奉
仕
委
員
会

中
野
　
一
郎
（
藤
井
寺
）

新
世
代
部
門

前
窪
　
貫
志
(和
歌
山
南
)

竹
本
　
欣
司
（
貝
塚
）

亀
井
　
三
郎
（
御
坊
）

大
澤
　
徳
平
（
堺
）

ク
ラ
ブ
拡
大
部
門

米
山
奨
学
部
門

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

成
川
　
守
彦
（
有
田
）

米
山
奨
学
事
業
委
員
会

山
本
　
唯
二
(和
歌
山
東
南
)

藤
田
　
正
俊
(松
原
中
）

角
濱
　
正
和
（
高
野
山
）

財
団
奨
学
金
委
員
会

豊
岡
　
敬
(富
田
林
)

松
本
　
靖
二
(泉
南
)

汐
崎
　
ま
こ
と
（
新
宮
）

芝
　
毅
（
有
田
2
0
0
0
）

塩
田
　
亮
三
(堺
北
)

ｵ
ﾝ
･ﾂ
ｳ
･ソ
ル
ト
レ
イ
ク
委
員
会

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
部
門

2
0
0
6
～
2
0
0
7
年
度
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
 
第
2
6
4
0
地
区
委
員
会
組
織
表

会
員
増
強
（
退
会
防
止
）
委
員
会

ク
ラ
ブ
奉
仕
部
門

　
平
尾
　
寧
章
（
海
南
東
）

国
際
奉
仕
部
門

研
修
委
員
会

職
業
奉
仕
部
門

研
修
リ
ー
ダ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

南
　
知
孝
（
堺
泉
ヶ
丘
）

米
田
　
眞
理
子
（
堺
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

佐
藤
　
栄
志
（
有
田
２
０
０
０
）

前
窪
　
貫
志
(和
歌
山
南
)

（
ＩＭ
3
組
）

（
橋
本
紀
ノ
川
）

阿
久
根
　
紀
男
（
河
内
長
野
東
）

（
ＩＭ
1
組
）

（
ＩＭ
2
組
）

小
島
 　
 哲
（
泉
大
津
)

亀
岡
　
弘
(泉
南
)

井
脇
　
雅
和
（
有
田
）

浦
口
　
英
尚
(和
歌
山
城
南
)



IM 氏名・所属クラブ 担当クラブ IM 氏名・所属クラブ 担当クラブ
玉置　泰作 西浦 能兼
那智勝浦RC 松原RC

村上　有司 辻 秀和
田辺RC 河内長野RC

前窪　淳弘 南 宗久
海南RC 貝塚コスモスRC

古久保恭一 石田 淑人
御坊RC 関西国際空港RC

片桐　牧 小林 英樹
和歌山南RC 高師浜RC

井手　幸男 嶋田 繁
和歌山RC 泉大津RC

植山　忠郁 中西 脩
橋本紀ノ川RC 堺南RC

福岡　重弘 奥野 圭作
粉河RC 堺北西RC

中田　佐和彦
堺RC

８
組

５
組

６
組

７
組

１
組

２
組

３
組

４
組

和泉･和泉南･泉大津･忠岡

堺フェニックス・堺北西・堺清陵
堺中･堺東南

堺・堺北・堺西･堺泉北･堺泉ヶ丘

河内長野東･大阪狭山･河内長
野  富田林・富田林南・太子

貝塚･岸和田･岸和田東･岸和田
北貝塚コスモス・岸和田南

阪南･泉佐野･りんくう泉佐野･泉
南関西国際空港

羽衣･大阪金剛･高石･高師浜

和歌山東･和歌山北・和歌山中
和歌山東南

橋本・橋本紀ノ川･高野山

岩出・粉河･打田

藤井寺･松原中･美原
藤井寺しゅら･松原・羽曳野

白浜･田辺･田辺はまゆう･田辺東

有田･有田2000･海南・海南東
海南西

有田南･御坊東・御坊南・御坊

和歌山･和歌山アゼリア
和歌山城南･和歌山西･和歌山南

串本･那智勝浦･新宮

堺南･堺南西・堺東･堺おおいず
み

（敬称略）
2006～2007年度



会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事
尾崎　栄作 矢倉甚兵衛 小山　　實 武田　静也 林　　　猛 塩路　哲英 岡野　年秀 谷口　文利

会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事
田辺　毅一 庵野　了嗣 嶋田　　崇 橋爪　正芳 辻　　　寛 加藤　正彦 山本　好信 北村　恒男

会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事
大江　紀明 勝山　康文 児島　誠一 堤　　　尚 新垣　　勝 吉野　　稔 山本　倫弘 野口　秀充

会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事
久保木　弘 太田　豊和 家本　欣明 梅本　茂喜 日置　　輝 折阪　修秀 井口　廣昭 南方　克己

会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事
坪井　敏行 三前　　剛 吉田　敏夫 原見　健也 寺下　俊雄 笹本　昌克 久保　邦臣 吉田　博信

会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事 会　長 幹　事
矢田　篤司 三谷　　実 小池　佳史 森本　弘之 吉岡　恵美 掛下　吉三 利光　慎二 道村　重貞

1組　田辺はまゆうRC ２組　御坊東RC ３組　和歌山アゼリアRC ３組　和歌山西RC

1組　田辺RC ２組　御坊RC ３組　和歌山RC ３組　和歌山中RC

３組　和歌山北RC

1組　白浜RC ２組　有田２０００RC ２組　海南西RC ３組　和歌山南RC

1組　新宮RC ２組　有田南RC ２組　海南東RC

３組　和歌山東RC

1組　那智勝浦RC ２組　有田RC ２組　海南RC ３組　和歌山城南RC

1組　串本RC １組　田辺東RC ２組　御坊南RC

2006～2007年度

（敬称略）




